
まどい作業所に週四日ボランティアとして通うよ

うになって、二年半が経ちました。 

それまでの私は「障害は克服するもの」という考

え方を当り前のこととして受取っていました。   

そして自分が障害を受けて退職し、かなの家へ通う

ようになりました。 

ある日、ある仲間とお互いの感情をぶつけ合う出

来事があり、その翌日から彼や他の仲間達と、不思

議に仲良くなりました。 

もし、私が障害を負わず、社会で調子よく生きて

いたら、「ある日」は無かったと思います。 

今、私は障害を神様からのお恵みのように感じて

います。（失ったものへの悲しみはもちろんあります

が） 

仲間が私を変えてくれたのです。そんな無言のメ

ッセージを送り続けてくれている仲間たちとの「何

もしない時間」を、これからも大切にしていきたい

と思っています。                     

 
                                 

    

            

                                                                                                                                                                                                                        
 

 

    

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
左；滝浪翔平君   右；柴田有紀さんⒸ まどい 

～～～～ちかごろちかごろちかごろちかごろのののの増井美佳増井美佳増井美佳増井美佳さんさんさんさん～～～～ 

みかさんの隣りにすわると、ここにとどまれと聞こえてくるようです。 

1993 年から、かなの家のメンバーの一員として歩んでくれている増井美佳さん。 

女性の仲間の中では一番の古株になりました。美佳さんは話すことが難しいので、 

仲間のみなさんに最近の様子を聞いてみました。 

――――    仲間仲間仲間仲間がががが支支支支えてくれたえてくれたえてくれたえてくれた、、、、私私私私    －－－－    
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ＹＹＹＹさんさんさんさん・・・・・・・・美佳さんは歌が大好きで、みんなが歌を歌っていると手を叩いたり

するね。 

ＡＡＡＡさんさんさんさん・・・・・・・・時々いっぱい涙を流したり、いつも仲間やアシスタントのそばにいる

なあ。    

ＤＤＤＤさんさんさんさん・・・・・・・・感謝の会（かなの家の生活を長期に体験された方々を送る会）のと

き、泣いたことあるよ。    

ＭＭＭＭさんさんさんさん・・・・・・・・みんなといるとよく笑うよね。好きなんだと思うな。    

 

仕事ではなく「共にいること」を大切にし、表現してくれている美佳さん。

美佳さんの存在はかなの家の私たちにとって宝物です。 

 

― 今林 良
まこと

 ―

まどいまどいまどいまどい作業所作業所作業所作業所のなかでのなかでのなかでのなかで、、、、たくさんのたくさんのたくさんのたくさんの仲間仲間仲間仲間からからからから愛愛愛愛されされされされ、、、、

慕慕慕慕われているわれているわれているわれている今林今林今林今林さんさんさんさん。。。。精神障精神障精神障精神障がいをもつがいをもつがいをもつがいをもつ当事者当事者当事者当事者とととと    

してしてしてして、、、、みなとみなとみなとみなと「「「「共共共共にいるにいるにいるにいる」」」」ことをことをことをことを大事大事大事大事にかなのにかなのにかなのにかなの家家家家のののの    

活動活動活動活動にににに参加参加参加参加してくださっていますしてくださっていますしてくださっていますしてくださっています。。。。    

2010    なつなつなつなつ 
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２２００１１００年年  ララルルシシュュ・・リリトトリリーートトののごご案案内内  
 

 

日々の暮らしを離れてゆったりとしたくつろぎのうちに 

心の声に耳を澄ませ、神様の呼びかけをきく４日間です。 

 

講師      ナディーン・トカ （フランスのラルシュ共同体で暮らす） 

日時      ２０10年10月９日（土）～10月1２日（火） ３泊４日 

会場      丹沢聖心学舎 神奈川県足柄上郡松田町寄5910  

Tel  0465-89-2333 

 

お申込み    ２０10ラルシュ・リトリート運営チーム（かなの家） 

ｔel/fax   054-206-0830  

email    larche_kana@yahoo.co.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新人新人新人新人のののの紹介紹介紹介紹介    

すまいのアシスタント 皆川 友希 

はじめまして。 

３月から「かなの家」に参加している、新人アシスタントの皆川友希です。 

家庭の所属は「いぶき」です。そこでは、なかまの生子さん、戸田さん、大沢さん、若本さ

んの４人と、隣りの離れにはアシスタントの稲川さん、犬小屋にはいぶきの番犬（？）のソラ

君が住み、一緒に生活しております。 

よく「なんでかなの家に来たの？」って質問されるのですが、最初のきっかけは知的ハンデ

ィを持ってくれていた姉のお陰でした。それで初めて「かなの家」に体験に行ってなかまの人

達を見て帰って来た時、気づけば姉に対しての気持ちが凄く楽に感じている自分が居て、それ

で「もっと見てみたい」という気持ちが湧いてきたとおもいます。 

 

相手は自分の鏡だとよく言いますが、なかま

の人達ってその中でも特にハッキリと自分の

姿が映し出されてしまう鏡だなって思います。

 

他人の事を探るのは大好きな癖に、自分の事

を探って見つめる作業を避けちゃう私には、必

要な時間を過ごせる場所だとも思いました。で

もその分、見えちゃったものを一気に浴びる時

なんて、ひたすらもがいて苦しむ事になるんで

すけどね。それでも後になれば必ず、自分の中

に得た物をちゃんと自覚することが出来るっ

ていうか…。それを感じる瞬間が生きてて面白

いって思えるんです。 

 

そんなこんなで、これから私と関わって下さ

るアシスタント、なかまの人達、この家を訪れ

てくださる方々に感謝し、逃げ出さないようし

っかりと歩んでいきたいと思います。どうぞ宜

しくお願い致します。 

写真左から、 

生子さん、若本さん、大沢さん、

本人、戸田さん 

 

 

ナディーン・トカ 
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今までの「うるさいっ！、あたしの言うこと聞

きなさい！！！」という態度ではなく、相手の感

じていることに耳を傾けるということで、自然と

つながりが生まれたり、時にはつながり以上のも

のを受け取ることができると知りました。この体

験は本当にかけがえのないものであると同時に、

これからの私の人生で最も大切なもののひとつ

になりました。 

 

未熟な私を支えていてくれたかなの家のみん

な、本当にありがとうございました！！！ 

そして、かなの家つながりで知り 

合えた多くの友人の皆様にも心から 

の感謝を伝えたいと思います。本当 

にありがとうございました！きっと、 

近いうちにまたお会いしましょう。 

その時までどうかお元気で。     

                              

2010.7.15  高橋まり子   

かなの家 では、なかまのみんなが石 け

ん作 りに励 んでいます。 

（→写 真 は、粉 石 けん作 り） 

せっけんの売 り上 げは、なかまの給 料

（工 賃 ）に なるのです が、近 年 売 り 上 げ

が落 ちてきて、私 たちの頭 を悩 ませてい

ます。 

私 達 もバザーへの出 展 や、宣 伝 など 

力 を尽 くしていますが小 さなコミュニティ

な の で 、 私 た ち の 力 だ け で は 限 界 が あ

る、というのが正 直 なところです・・・・・。  

どうぞ、かなの家のせっけんの変わらぬご

使用をお願いいたします。 

そして、出来ることならば、友人知人の

みなさまにもお知らせくださると、本当に

嬉しいです。 

石 けん 工 場 で の仕 事 は、 風 も あ

まり無 く、今 の季 節 はとても熱 や湿

気 がこもる、とても大 変 なものです。 

汗 を流 して頑 張 っている仲 間 に、

少 しでも多 くの工 賃 を支 払 いたいと

願 っています。みなさまのお力 を、何

卒 お貸 しくださいます様 お願 い申 し

上 げます。 

 

かかかかかかかかななななななななせせせせせせせせっっっっっっっっけけけけけけけけんんんんんんんん製製製製製製製製 品品品品品品品品         ごごごごごごごご購購購購購購購購 入入入入入入入入 ののののののののおおおおおおおおねねねねねねねねががががががががいいいいいいいい        
 

仕 事 のアシスタント 横 井 圭 介  

私自身に対して錯覚を抱かずに、ありのままの自分を迎え入れることを 

学んでいきました。赦しと赦される必要のあることを理解していかなけ 

ればなりませんでした。 

少しずつ、貧しい人が私自身の弱さを迎え入れてくれ、助けてくれました。

より人間的になり、より豊かな内的統一を見出すよう 

助けてくれたのです。 

ジャン・バニエ 著 

           

佐藤仁彦 訳 

――――ジャンジャンジャンジャン・・・・バニエバニエバニエバニエのことばのことばのことばのことば    『『『『ラルシュラルシュラルシュラルシュのこころのこころのこころのこころ』』』』よりよりよりよりーーーー

 

六月末にかなの家を離れて、もうすぐ１ヶ月が経とう

としています。私が、かなの家にやってきたのは 2007

年１月だったので、３年半居たことになります。数え

きれないほどたくさんのことを学ばせていただきまし

た。たくさん嫌なこともあったし、うれしいこと、腹

の立つこと、そして感動したこともありました。 

 人と向き合うこと、自分と向き合うことを大切にして

いるかなの家での最初の印象は、なかまは我がままだ、

ということでした。話したい時に、こちらの都合など

これっぽっちも気にせず話しかけてきたり、こっちが

聞いてほしいときは全く聞いてくれず、次から次へと

頼み事をしてきたりあげくの果てには無視を決め込ん

だり。 

最初こそ愛想笑いで返していた私も、３ヶ月すぎる

頃には「うるさ～～いっ！！！」と怒鳴るようになっ

ていました。そこまできてしまうと、もうなかまにや

さしくなんてしていられません。私がやさしさだと思

っていたものは、やさしそうに見せかけていただけで、

自分の心を出さないようにする為の カモフラージュ

だったに過ぎません。 

   （そっか～、言いたいこと言ってもいいんだ！）

何を勘違いしたのか、気がつくと誰よりも威張り、朝

からブスッとしてわざとらしく忙しそうに立ち動く私

が居ました。「忙しいんだから話しかけないで。」これ

が当時の私のキャッチコピーでした。 

 

全身から話しかけんなオーラをメラメラと出

しつつ、常に険しい顔の私は近寄りたくないアシ

スタントNo.１だったと思います。完全な思い違

いをしていました。そして、この時期が一番辛い

ときでもありました。でも、この辛さが私をとて

も大きく成長させてくれたように思います。 



 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
                                                                                                       

              

      

                             

  

 

 

 

 

    

 
 

 

 

 

 

 

 

                                                    

    

    

    

    

    

    

 

 
 

 

 

 

 

化粧せっけんと同品質です。安心してお使いください。 

 

 
税込み ４４１円 

無着色 

 

無香料 

 

天然素材 

（おこたえ） 

何億年も海底に眠り 

海水の養分（ミネラル）を 

たっぷり吸った薬石です。 

 

美容に効果あり 
強い吸着力がお肌の汚れ

を取り除き 

たっぷりミネラルがお肌に

やさしく働きます。 

 
水をきれいにする浄化作用と 

脱臭効果にすぐれています。 

 
医療・健康・美容など、様々な

方面で使われています。 

ご注文はこちらで伺っています。     TEL  ０５４（２９６）１１１６       

（有）かなせっけん     FAX ０５４（２９６）６４３３  

昔昔昔昔ながらのながらのながらのながらの枠練枠練枠練枠練りりりり製法製法製法製法    

    

60606060 日間日間日間日間かけてかけてかけてかけて熟成熟成熟成熟成しましたしましたしましたしました。。。。

絵画制作展・・１１月２５日～３０日・・に向けて 

 

仲間の持つ豊かな感性を家族を含め多くの人に観ていただくよう楽しく、活気ある催しにと、 

画廊の提供、製作指導など、ボランテアの方々の企画によって開かれる予定です。 

月２回水曜日午後に、まどいの食堂はアトリエになります。 

すばらしい！！  すごい！！ は先生やアシスタントの歓声。 

上手に描けない、下手だからと尻込みしていた人も、毎回楽しそうにコツコツと・・・ 

大作に『何も考えてないけどね』と言いながら、進める線には大きな期待が・・・ 

『これでいい？』「うん」『これでいい？』「うんいいよ」と石橋を渡りながらの人・・・ 

参加が難しく諦めていた人が、トラック・バス・飛行機・電車・車と、音のある声で説明して 

くれたときの感激は涙を・・・ 

何とやさしく、可愛く表現できた猫ちゃんと観ていた絵に、絵の具や張り紙を重ねて、元の姿を 

消してしまう豪快さ。これも、その人の作品かと・・・ 

思いがあり、切っ掛けがあり、偶然がありの制作活動そのものを：大いなる作品：としたいです。 

                          

                         コミュニティー委員 佐藤富美恵  
 

バクハンセキバクハンセキバクハンセキバクハンセキってってってって    

なななな――――にににに？？？？    

たっぷり 

ミネラル 

好 評 発 売 中  !  

     ラルシュ・かなの家 
 

〒421-2114    静岡市葵区安倍口新田 65-5 

TEL＆FAX    ０５４－２０６－０８３０ 

郵 便 振 込    00870-9-17938ラルシュ かなの家 

E －MAIL    larche_kana@yahoo.co.jp 

ウエブ    http://www.larchejapan.org 

ブログ     http://www.blog.larchejapan.org 


